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１．経営成績・財政状態に関する分析 

(1) 経営成績に関する分析 

 2015年２月期は、国内での４月からの消費増税という厳しい経営環境のなか、「①店舗数の拡大、②

ブランディング推進、③ゲーム機の海外調達」といった３つの重点施策を‘成長を支える戦略サイク

ル’と位置付け、成長と差別化実現に向けた取組みを進めてまいりました。とりわけ新規直営出店につ

いては、国内外において過去最大の82店舗の出店となり、2014年12月に500店舗を達成、期末店舗数は

フランチャイズ（以下「ＦＣ」という）等を含め、514店舗となりました。また、ブランディング推進

については、当社オリジナルキャラクター‘ララちゃん’のデザイン変更にともない、絵本、動画配信

等で露出拡大を行いました。ゲーム機の海外調達については、世界市場を視野に売れ筋を把握して各国

の需要を集約した結果、年間６億円の投資削減につながりました。 

 このような戦略サイクルの循環に加え、海外事業の利益改善等により当期の連結業績は、売上高466

億32百万円（前年同期比0.2％増）、営業利益26億26百万円（同3.6％増）、経常利益34億15百万円（同

29.1％増）、当期純利益13億36百万円（同19.6％増）と増収増益となりました。 

（国内事業） 

 国内事業は、イオン系新設ショッピングセンターに加え、イオン系既存ショッピングセンターや外部

ディベロッパーへ新規に12店舗の積極出店を行いました。中でも、東京スカイツリータウンやスマーク

伊勢崎の外部ディベロッパーには、幼児向けインドアプレイグラウンド業態を出店し商業施設の集客に

貢献しております。 

 一方、消費増税の吸収策として、労働時間の進捗管理やプライズ部門における景品原価の適正コント

ロール等、各種原価や販管費の削減を進めるとともに、遊戯機械の海外調達の拡大や使用実態に合わせ

た耐用年数の見直しにより減価償却費が圧縮されました。 

 以上のように積極的な店舗展開を進めながら、消費増税吸収分の原価や経費の削減を計画通りに進め

てまいりましたが、消費増税分の売上減少に加え、カードゲーム部門の既存店の落ち込みが影響し、国

内事業の当期売上高は411億79百万円（前年同期比6.7％減）、営業利益は29億10百万円（同5.4％減）

と減益となりました。なお、経常利益は為替差益や遊戯機械売却益等の計上により37億28百万円（同

18.1％増）と増益となりました。 

（海外事業） 

 海外事業は、着実に店舗網を拡大しており、当期において中国39店舗、マレーシア14店舗、タイ15店

舗、フィリピン２店舗、合計70店舗の直営店を大量出店するとともに、ベトナム、カンボジアにおいて

ＦＣ４店舗を出店いたしました。海外事業の業績は売上高54億97百万円（前年同期実績24億58百万

円）、営業損失２億85百万円（前年同期営業損失５億41百万円）と前年からの利益改善は計画を上回り

進捗いたしました。 

 なお、2014年11月にインドネシア子会社を設立しており、2015年４月から出店を開始いたします。 

 

 当連結会計年度におけるセグメントごとの部門別売上高は、次のとおりであります。 

セグメントの名称 

第18期 
（自 平成25年３月１日 
至 平成26年２月28日） 

第19期 
（自 平成26年３月１日 
至 平成27年２月28日） 

売上高（百万円） 構成比（％） 売上高（百万円） 構成比（％） 

（国内事業）        

  遊戯機械売上高 32,756 70.4 30,990 66.5 

  商品売上高 11,170 24.0 9,673 20.7 

  委託売上高 133 0.3 129 0.3 

遊戯施設関係 44,060 94.7 40,793 87.5 

その他 23 0.0 341 0.7 

小計 44,083 94.7 41,135 88.2 

（海外事業）        

  遊戯機械売上高 2,425 5.2 5,463 11.7 

  委託売上高 32 0.1 33 0.1 

遊戯施設関係 2,458 5.3 5,497 11.8 

小計 2,458 5.3 5,497 11.8 

合計 46,541 100.0 46,632 100.0 
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（注）１．遊戯機械売上高は、メダルゲーム機、乗り物等の遊戯機械による収入であります。 

２．商品売上高は、カード、玩具、飲食物等の販売による収入であります。 

３．委託売上高は、店内の業者委託の飲食店及び遊具施設の運営委託に係る手数料収入等であり

ます。 

４．その他は、遊戯機械、備品、景品等の販売収入、ロイヤリティー収入等であります。 

 

 (設備投資の状況) 

 当期は新規出店82店舗と既存店舗の改装及び遊戯機械の入替投資等を実施し、設備投資額は63億36百

万円となりました。この資金は自己資金で賄っております。 

 

 (社会貢献・環境保全活動の状況) 

 当社グループは、社会貢献・環境保全活動を積極的に推進し、企業価値を継続的に高めるとともに、

よき企業市民として地域社会の発展に貢献できるよう取り組んでおります。 

 当社は、「ファンタジースマイルデーあそんで募金」として、毎月11日に対象の遊戯機械で遊んで頂

いた売上の10％相当金額を、「東日本大震災復興支援活動」、「子ども支援活動」、「環境保全活動」

の活動資金とする取り組みを継続実施しております。また、2014年３月には「東北復興支援活動あそべ

るチケット」として、その売上の10％相当金額を被災地３県(岩手県、宮城県、福島県)の子ども育英基

金に寄付を行いました。 

 東日本大震災復興支援活動では、特定非営利活動法人キッズデザイン協議会における「子どもたちの

元気プロジェクト」（被災地域の子どもたちへのワークショップ系プログラムを通じた活動）の活動支

援金として寄付を行いました。 

 子ども支援活動では、地域の社会福祉施設等の子どもたちの無料招待会を117店舗で延べ207回実施い

たしました。この取り組みは、中国、マレーシア、タイにおいても同様の活動を継続し実施しておりま

す。 

 環境保全活動では、生物多様性を支援する取り組みとして、公益信託経団連自然保護基金を通じニホ

ンヤマネ保護のため、ニホンヤマネ保護研究グループへの寄付を継続実施しております。また、省エネ

ルギーの取り組みは、国内の新規出店全店舗、既存店舗の一部においてLED照明を導入し、環境負荷の

低減に取り組んでおります。 

 その他、「イオン１％クラブ」を通じた活動では、ミャンマーの学校建設や日本で学ぶアジアからの

留学生およびアジア各国の学生に対して奨学支援等を行った他、子育て支援セミナー「すくすくラボ」

では「ララちゃん」によるイベントを行いました。 

 

 (次期の取り組みと見通し) 

 2016年２月期は、国内において昨年４月の消費増税や食料品を中心とした消費財の相次ぐ値上げ等に

よる生活者の生活防衛意識の高まりは依然として続くものと思われます。一方で、当社が展開を進めて

いる中国・アセアン諸国においては着実な経済成長による中間層の増加が急速に進展しており、当社グ

ループの海外事業にとっては極めて大きなチャンスと認識しております。 

 国内事業は、６月に株式会社ファンフィールドと経営統合することで当社の売上高・店舗数はともに

業界Ｎｏ．１となります。それにともなうスケールメリットや遊戯機械の海外調達の拡大およびコスト

削減による収益性の向上を目指してまいります。 

 海外事業は、引き続き新規出店のスピードアップとエリア拡大を進め、中国では山西省、四川省など

内陸部へ拡大、アセアン諸国ではマレーシア、タイに加え、フィリピン、インドネシアでの展開を加速

し、海外事業合計で100店舗の出店を計画しております。 

 以上により、2016年２月期の連結業績予想は、売上高580億円（前年同期比24.4％増）、営業利益32

億円（同21.8％増）、経常利益37億円（同8.3％増）、当期純利益15億80百万円（同18.2％増）を見込

んでおります。 

 

(2) 財政状態に関する分析 

①資産、負債及び純資産の状況 

 (資産) 

 当連結会計年度末における流動資産の残高は、79億94百万円となり、前連結会計年度末に比べ32億44

百万円減少いたしました。主な内訳は、関係会社寄託金の減少（60億円）であります。 
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 当連結会計年度末における固定資産の残高は、220億51百万円となり、前連結会計年度末に比べ53億

11百万円増加いたしました。主な内訳は、建物の増加（12億39百万円）及び遊戯機械の増加（36億14百

万円）であります。 

 この結果、総資産は300億45百万円となり、前連結会計年度末に比べ20億66百万円増加いたしまし

た。 

 (負債) 

 当連結会計年度末における流動負債の残高は、79億56百万円となり、前連結会計年度末に比べ９億23

百万円増加いたしました。主な内訳は、設備投資に伴う設備関係支払手形の増加（３億18百万円）であ

ります。 

 当連結会計年度末における固定負債の残高は、４億76百万円となり、前連結会計年度末に比べ１億49

百万円増加いたしました。主な内訳は、退職給付に係る負債64百万円の増加であります。 

 この結果、負債合計は84億32百万円となり、前連結会計年度末に比べ10億72百万円増加いたしまし

た。 

 (純資産) 

 当連結会計年度末における純資産の残高は、216億12百万円となり前連結会計年度末に比べ９億93百

万円増加いたしました。主な内訳は、当期純利益の計上（13億36百万円）や剰余金の配当による減少

（５億44百万円）であります。 

 

②キャッシュ・フローの状況 

当連結会計年度におけるキャッシュ・フロー 

（単位：百万円） 

  前連結会計年度 当連結会計年度 増減 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,674 4,061 △2,612 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,023 △3,122 4,900 

財務活動によるキャッシュ・フロー △820 △394 425 

現金及び現金同等物に係る換算差額 165 △420 △585 

現金及び現金同等物の増加額（△は減少） △2,003 123 2,126 

現金及び現金同等物の期首残高 5,250 3,246 △2,003 

現金及び現金同等物の期末残高 3,246 3,369 123 

 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により得られた資金は40億61百万円（前年同期26億12百万円の減少）となりました。主に、

税金等調整前当期純利益30億13百万円及び減価償却費46億23百万円の計上と法人税等17億21百万円の支

払いによるものです。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により使用した資金は31億22百万円となりました。主に、積極的な新規出店や既存店活性化

投資に伴う有形固定資産85億35百万円（前年同期５億88百万円増加）の取得と関係会社寄託金の減少60

億円によるものです。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は３億94百万円となりました。主に、配当金５億44百万円の支払いによ

るものです。 

 なお、キャッシュ・フロー関連指標の推移は下記のとおりであります。 

  2014年２月期 2015年２月期 

自己資本比率 72.5% 70.7% 

時価ベースの自己資本比率 88.9% 93.1% 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率 － 3.7% 

インタレスト・カバレッジ・レシオ －倍 4,185.3倍 

(注)①自己資本比率：自己資本／総資産 

時価ベースの自己資本比率：株式時価総額／総資産 

キャッシュ・フロー対有利子負債比率：有利子負債／キャッシュ・フロー 

インタレスト・カバレッジ・レシオ：キャッシュ・フロー／利払い 
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②キャッシュ・フローは、連結キャッシュ・フロー計算書の営業活動によるキャッシュ・フローを

利用して計算しております。有利子負債は、連結貸借対照表上に計上されている負債のうち利子

を支払っている全ての負債を対象としております。また、利払いは、キャッシュ・フロー計算書

の利息の支払額を使用しております。 

 

(3) 利益配分に関する基本方針及び当期・次期の配当 

当社は、株主の皆さまへの安定的利益還元を経営の最重要目標のひとつとして位置づけており、内部

留保の充実と財務体質の強化及び、業績、配当性向等を総合的に勘案して、長期的、安定的な利益還元

を基本方針としております。内部留保資金につきましては、経営体質の一層の充実を図りつつ、海外出

資や既存店への設備投資、新規出店及び増床の設備投資等、事業展開の原資として役立ててまいりま

す。 

上記方針に基づき、当期の期末配当金につきましては、１株につき普通配当15円を予定しておりま

す。（株主配当金の支払開始予定日：2015年５月11日（月曜日））これにより、中間配当15円と合わせ

た当期の年間配当金は１株当たり30円となります。 

なお、次期の配当金につきましては、上記の基本方針に基づき１株につき、中間15円、期末15円、年

間30円を予定しております。 

 

(4) 事業等のリスク 

当社グループの事業展開、経営成績その他に関してリスク要因となる可能性があると考えられる主な

事項、並びに必ずしも事業上のリスクに該当しない事項についても、投資者の投資判断上重要であると

考えられる事項については、投資者に対する情報開示の観点から積極的に開示しております。 

なお、当社グループは、これらのリスクの可能性を認識した上で、発生の回避、発生した場合の対応

に努める所存です。 

記載事項のうち将来に関する事項は、当連結会計年度末において判断したものであります。 

①業界における持続的な低迷のリスク 

当社グループは、日本、中国、マレーシア、タイ、フィリピン及びインドネシアにおいてショッピン

グセンター内遊戯施設の設置運営を事業とし、主に３才から７才の子どもたちを対象に展開しており、

その収益は国内市場に大きく依存しております。日本のアミューズメント業界は、余暇時間活用の多様

化や家庭内ゲームの普及、最近のソーシャルゲームの人気などにより、過去数年間にわたり低迷してお

り、その市場規模は縮小しております。さらに、直面している少子化問題により、当社グループ施設を

利用する子どもたちが減少する可能性があります。これらにより、当社グループの業績が低迷する可能

性があります。 

②競争の激化に関するリスク 

当社グループは、ショッピングセンター内に出店し、遊戯施設を運営しております。同じ出店形態を

主体とする企業と競合しており、さらに最近では、単独の出店形態を主体とする企業もショッピングセ

ンター内への出店を積極的に進めています。これら競合する企業は、当社グループの施設より広い面積

で、子どもたちを中心とした家族も対象として、同一又は近隣ショッピングセンターへの出店を加速さ

せています。このような競争の激化は、当社グループの出店戦略及び業績に影響を及ぼす可能性があり

ます。 

③消費税率引き上げに伴うリスク 

消費税率は、平成29年４月から10％に引き上げられる予定です。消費税率が引き上げられると個人消

費が一時的に落ち込む可能性がありますが、とりわけレジャーや娯楽への支出は最優先で抑えられ、さ

らに税率が引き上げられた場合は、長期的に抑制される可能性があります。これにより、当社グループ

の業績に影響を及ぼす可能性があります。 

④海外事業の展開に関するリスク 

当社グループは、中国、マレーシア、タイ、フィリピン及びインドネシアにおいて、さらに出店数を

増やし成長拡大する計画であります。海外における事業活動は、経済成長の動向や為替相場の変動に加

えて、投資、貿易、外貨、税及び営業許可に関する法的規制の変更、生活習慣の相違、労使関係及びそ

の他の政治的・社会的要因により、影響を受ける可能性があります。今後、海外事業の成長拡大によ

り、当社グループの業績に及ぼす影響が大きくなる可能性があります。 
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⑤アミューズメント施設運営に関する法的規制のリスク 

国内のアミューズメント施設運営業務は、「風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する法律」

（以下、「風営適正化法」という）の第２条第一項８号に基づき、都道府県公安委員会の営業許可を受

けることが必要な場合があります。その内容は、施設開設及び運営に関する許認可申請制度、営業時間

の制限、入場者の年齢による制限、遊技料金等の規制、施設の構造・内装・照明・騒音等に関する規制

事項等であります。 

当社グループは平成27年２月28日現在、国内直営319店舗のうち39店舗で「風営適正化法」の許認可

に基づき営業を行っております。許認可対象外の店舗は、「風営適正化法」第２条一項８号の政令で定

められた対象外施設に該当する「大規模小売店舗内の区画された施設」であり、ⅰ）主に小売業に集来

する顧客が利用するものであること、ⅱ）営業時間が小売部分と同一であること、ⅲ）当該施設の外部

から当該施設の内部を容易に見通すことが出来ること等により、関係諸官庁より許認可対象外施設であ

ると判断されたものであります。今後も、当社グループは「風営適正化法」の規制を遵守し、施設の設

置及び運営をしてまいりますが、許認可店舗の営業活動は一部制限されており、対象外店舗であっても

法的規制の変更により、許認可対象店舗となる可能性があります。 

さらに、許認可対象店舗が増えていく場合は、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性がありま

す。 

⑥人材の確保と育成に関するリスク 

当社グループが目指す「安全・安心な店作り」を行うために、子どもたちへのフレンドリーな接客や

楽しいイベントの提供及び迅速正確なオペレーションができる人材を採用・育成することが重要な課題

となっております。何らかの理由により優秀な人材の退職増加や人材確保が困難な雇用環境となった場

合、店舗の運営に支障をきたす可能性があり、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑦個人情報の取り扱いに関するリスク 

当社グループは、一部会員制度の情報など業務上必要な個人情報を保有しております。これら個人情

報に関しては、社内規程を制定し必要な教育を実施するなど重要性を全員に周知し、その取り扱いには

十分留意しておりますが、当該情報が外部に流出した場合には、当社グループへの信頼が低下すること

などにより、当社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

⑧その他の法的規制等に関するリスク 

当社グループの事業内容に関連して、不当景品類及び不当表示防止法、食品衛生法等の法令による規

制を受ける場合があります。これらの法的規制が変更された場合、店舗の営業活動に影響を及ぼし、当

社グループの業績に影響を及ぼす可能性があります。 

 

２．企業集団の状況 

 当社の親会社は純粋持株会社イオン株式会社であります。ＧＭＳ(総合スーパー)事業を核とした小売

事業を中心として、総合金融、ディベロッパー、サービス・専門店等の各事業を複合的に展開していま

す。 

 この様なイオングループの事業の中で、当社グループはサービス・専門店事業に区分され、主として

ショッピングセンター内の遊戯施設（子どもとそのファミリーを対象としたアミューズメント施設‘モ

ーリーファンタジー’とインドアプレイグラウンド‘キッズーナ’）の運営を行っております。 

 国内事業は当社１社で構成されており、当社はイオングループ及びその他のディベロッパーが運営す

るショッピングセンター内で遊戯施設の設置運営を行っております。 

 海外事業は海外子会社６社（純粋持ち株会社１社含む）で構成されており、中国、マレーシア、タ

イ、フィリピン、インドネシアにおいてイオングループ及びその他のディベロッパーが運営するショッ

ピングセンター内で遊戯施設の設置運営を行っております。 

 以上述べました事項を事業系統図に示すと次のとおりであります。 
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３．経営方針 

(1)会社の経営の基本方針 

 当社は、イオングループが掲げる「お客さまを原点に平和を追求し、人間を尊重し、地域社会に奉仕

する」という基本理念のもと、社是を「遊びを通じて、夢と楽しさとふれあいを提案し、地域社会に奉

仕しよう」と定めてショッピングセンター内に子どもとそのファミリーを対象としたアミューズメント

施設‘モーリーファンタジー’とインドアプレイグラウンド‘キッズーナ’を展開しております。 

 そして、このビジネスモデルは中国及びアセアン諸国に拡大しており、現在、中国、マレーシア、タ

イ、フィリピン、インドネシアへ当社の子会社を設立し急速に店舗展開を進めるとともにベトナムやカ

ンボジアにおいてＦＣ展開を進めております。今後も、アジアの人々の暮らしの中に遊びを通じた豊か

なライフスタイルの提供を進めてまいります。 

 

(2)目標とする経営指標 

 当社は、継続的な成長を果たすと同時に、資本・資産効率を意識した経営を目指しております。 

 また、売上高営業利益率、１株当たり利益（ＥＰＳ）、株主資本利益率（ＲＯＥ）を重視し、現在の

水準から更なる向上を図ってまいります。 

 

(3)対処すべき経営課題と中長期的な経営戦略 

 現在、我が国は急速な少子高齢化が進み、人口動態が大きく変貌を遂げようとする一方、電子デバイ

ス機器の普及等により、子どもとファミリー層の生活スタイルの変化が進んでおります。そのような

中、当社が施設を展開するショッピングセンターに求められる機能も大きく変化しており、当社は新た

な遊びによる時間消費の空間を提供するとともに、親子や祖父母孫といった家族や友人同士が安心し安

全に楽しめる施設の追求を進めてまいります。 

 また、これまで国内で大きな成果をあげてきた子どもとそのファミリーを対象としたアミューズメン

ト施設及びインドアプレイグラウンドを、急速な経済成長とともに確実に拡大している中間層を抱えた
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中国及びアセアン諸国において展開することを進めており、今後その展開エリアを益々拡大させ、アジ

アNo.１のエンターテイメント企業を目指してまいります。 
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４．連結財務諸表

（１）連結貸借対照表

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成27年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 3,246,115 3,369,118 

たな卸資産 1,053,890 1,611,341 

売上預け金 101,669 1,250,954 

関係会社寄託金 6,000,000 - 

繰延税金資産 339,778 295,770 

その他 497,049 1,466,845 

流動資産合計 11,238,505 7,994,031 

固定資産    

有形固定資産    

建物 6,654,176 8,521,576 

減価償却累計額 △4,270,051 △4,897,515 

建物（純額） 2,384,125 3,624,060 

遊戯機械 38,057,240 41,631,718 

減価償却累計額 △28,702,130 △28,662,089 

遊戯機械（純額） 9,355,109 12,969,628 

工具、器具及び備品 3,318,885 3,796,901 

減価償却累計額 △2,174,273 △2,461,158 

工具、器具及び備品（純額） 1,144,612 1,335,742 

その他 12,467 14,622 

減価償却累計額 △6,330 △5,546 

その他（純額） 6,136 9,076 

有形固定資産合計 12,889,983 17,938,507 

無形固定資産    

のれん 824,230 369,709 

その他 124,649 455,016 

無形固定資産合計 948,880 824,726 

投資その他の資産    

投資有価証券 101,940 119,260 

敷金及び差入保証金 2,174,925 2,452,168 

繰延税金資産 571,876 649,724 

その他 52,369 66,672 

投資その他の資産合計 2,901,111 3,287,825 

固定資産合計 16,739,975 22,051,059 

資産合計 27,978,480 30,045,090 
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    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(平成26年２月28日) 
当連結会計年度 

(平成27年２月28日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 994,840 807,702 

短期借入金 - 150,000 

未払金 956,615 511,589 

未払法人税等 1,231,791 926,597 

未払費用 850,116 1,155,465 

賞与引当金 205,231 203,339 

役員業績報酬引当金 25,778 12,158 

閉店損失引当金 10,956 - 

設備関係支払手形 1,867,704 2,186,655 

その他 889,394 2,002,511 

流動負債合計 7,032,430 7,956,020 

固定負債    

退職給付引当金 32,019 - 

資産除去債務 220,310 246,494 

退職給付に係る負債 - 96,282 

その他 75,018 133,624 

固定負債合計 327,347 476,401 

負債合計 7,359,778 8,432,421 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,747,139 1,747,139 

資本剰余金 1,709,697 1,704,228 

利益剰余金 16,358,418 17,150,861 

自己株式 △57,270 △46,769 

株主資本合計 19,757,983 20,555,459 

その他の包括利益累計額    

その他有価証券評価差額金 15,592 26,798 

為替換算調整勘定 505,267 700,248 

退職給付に係る調整累計額 - △33,627 

その他の包括利益累計額合計 520,860 693,419 

新株予約権 66,142 69,189 

少数株主持分 273,715 294,601 

純資産合計 20,618,702 21,612,669 

負債純資産合計 27,978,480 30,045,090 
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（２）連結損益計算書及び連結包括利益計算書

（連結損益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

売上高 46,541,813 46,632,460 

売上原価 41,075,332 40,965,303 

売上総利益 5,466,480 5,667,157 

販売費及び一般管理費 2,930,255 3,040,337 

営業利益 2,536,225 2,626,819 

営業外収益    

受取利息 29,026 18,112 

為替差益 76,824 509,151 

機械仕入割戻 17,534 2,567 

固定資産売却益 10,345 335,632 

その他 29,270 60,992 

営業外収益合計 163,001 926,457 

営業外費用    

支払利息 - 970 

減価償却費 9,998 12,701 

固定資産売却損 36,527 99,171 

その他 7,512 24,972 

営業外費用合計 54,038 137,815 

経常利益 2,645,188 3,415,460 

特別損失    

閉店損失引当金繰入額 10,834 - 

店舗閉鎖損失 20,090 67,430 

減損損失 69,780 334,168 

特別損失合計 100,704 401,598 

税金等調整前当期純利益 2,544,483 3,013,862 

法人税、住民税及び事業税 1,120,455 1,641,518 

法人税等調整額 310,315 32,727 

法人税等合計 1,430,771 1,674,245 

少数株主損益調整前当期純利益 1,113,712 1,339,616 

少数株主利益又は少数株主損失（△） △3,628 2,891 

当期純利益 1,117,341 1,336,724 
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（連結包括利益計算書）

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

少数株主損益調整前当期純利益 1,113,712 1,339,616 

その他の包括利益    

その他有価証券評価差額金 6,101 11,206 

為替換算調整勘定 303,470 212,975 

その他の包括利益合計 309,571 224,181 

包括利益 1,423,283 1,563,797 

（内訳）    

親会社株主に係る包括利益 1,416,292 1,542,911 

少数株主に係る包括利益 6,991 20,885 
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（３）連結株主資本等変動計算書

 前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,747,139 1,714,979 16,057,172 △66,815 19,452,476 

当期変動額           

剰余金の配当     △816,095   △816,095 

当期純利益     1,117,341   1,117,341 

自己株式の取得       △690 △690 

自己株式の処分   △5,282   10,235 4,952 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - △5,282 301,245 9,544 305,506 

当期末残高 1,747,139 1,709,697 16,358,418 △57,270 19,757,983 

 

             

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証券
評価差額金 

為替換算調整勘
定 

その他の包括利
益累計額合計 

当期首残高 9,491 212,418 221,909 43,343 270,407 19,988,137 

当期変動額             

剰余金の配当           △816,095 

当期純利益           1,117,341 

自己株式の取得           △690 

自己株式の処分           4,952 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

6,101 292,849 298,950 22,798 3,308 325,057 

当期変動額合計 6,101 292,849 298,950 22,798 3,308 630,564 

当期末残高 15,592 505,267 520,860 66,142 273,715 20,618,702 
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 当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

        （単位：千円） 

  株主資本 

  資本金 資本剰余金 利益剰余金 自己株式 株主資本合計 

当期首残高 1,747,139 1,709,697 16,358,418 △57,270 19,757,983 

当期変動額           

剰余金の配当     △544,282   △544,282 

当期純利益     1,336,724   1,336,724 

自己株式の取得       △529 △529 

自己株式の処分   △5,468   11,030 5,561 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額）           

当期変動額合計 - △5,468 792,442 10,501 797,475 

当期末残高 1,747,139 1,704,228 17,150,861 △46,769 20,555,459 

 

               

  その他の包括利益累計額 

新株予約権 少数株主持分 純資産合計 
  

その他有価証
券評価差額金 

為替換算 
調整勘定 

退職給付 
に係る 

調整累計額 

その他の 
包括利益 

累計額合計 

当期首残高 15,592 505,267 - 520,860 66,142 273,715 20,618,702 

当期変動額               

剰余金の配当             △544,282 

当期純利益             1,336,724 

自己株式の取得             △529 

自己株式の処分             5,561 

株主資本以外の項目の当期
変動額（純額） 

11,206 194,980 △33,627 172,558 3,047 20,885 196,491 

当期変動額合計 11,206 194,980 △33,627 172,558 3,047 20,885 993,967 

当期末残高 26,798 700,248 △33,627 693,419 69,189 294,601 21,612,669 
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（４）連結キャッシュ・フロー計算書

    （単位：千円） 

 
前連結会計年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当連結会計年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー    

税金等調整前当期純利益 2,544,483 3,013,862 

減価償却費 5,076,932 4,623,116 

受取利息 △29,026 △18,112 

利息の支払額 - 970 

為替差損益（△は益） - △509,151 

固定資産除売却損益（△は益） 125,271 △236,461 

減損損失 69,780 318,612 

売上預け金の減少額(△は増加) 54,369 △1,138,276 

たな卸資産の増減額（△は増加） △178,523 △548,376 

仕入債務の増減額（△は減少） △302,806 △191,615 

賞与引当金の増減額（△は減少） △1,633 △4,459 

退職給付引当金の増減額（△は減少） 12,420 △31,657 

退職給付費用 - 62,254 

その他 608,174 443,945 

小計 7,979,443 5,784,648 

利息の受取額 31,606 △2,124 

法人税等の支払額 △1,336,999 △1,721,221 

営業活動によるキャッシュ・フロー 6,674,050 4,061,303 

投資活動によるキャッシュ・フロー    

有形固定資産の取得による支出 △7,947,283 △8,535,517 

有形固定資産の売却による収入 62,381 55,534 

無形固定資産の取得による支出 △58,924 △356,393 

関係会社貸付けによる支出 - 6,000,000 

長期前払費用の増加による支出 △33,871 △38,309 

敷金及び保証金の差入による支出 △191,971 △298,471 

敷金及び保証金の回収による収入 154,826 50,524 

その他 △8,263 - 

投資活動によるキャッシュ・フロー △8,023,105 △3,122,633 

財務活動によるキャッシュ・フロー    

短期借入れによる収入 - 150,000 

配当金の支払額 △815,811 △544,453 

その他 △4,368 △522 

財務活動によるキャッシュ・フロー △820,179 △394,975 

現金及び現金同等物に係る換算差額 165,297 △420,692 

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △2,003,937 123,003 

現金及び現金同等物の期首残高 5,250,053 3,246,115 

現金及び現金同等物の期末残高 3,246,115 3,369,118 
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（５）連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

 該当事項はありません。 

 

（連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項） 

１．連結の範囲に関する事項

 すべての子会社を連結の対象としており、その内容は次のとおりであります。 

 連結子会社の数 6社 

 連結子会社の名称 永旺幻想（中国）児童遊楽有限公司 AEON FANTASY（MALAYSIA）SDN.BHD.

          AEON Fantasy (Thailand) Co.,Ltd.  AEON Fantasy Holdings (Thailand) Co.,Ltd. 

          AEON FANTASY GROUP PHILIPPINES INC. PT. AEON FANTASY INDONESIA 

 当連結会計年度において新たに設立したイオンファンタジーフィリピン（AEON FANTASY GROUP PHILIPPINES 

INC.）及びイオンファンタジーインドネシア（PT. AEON FANTASY INDONESIA）を連結の範囲に含めております。 

 

２．持分法の適用に関する事項 

 該当事項はありません。

 

３．連結子会社の事業年度等に関する事項

 連結子会社のうち決算日が12月31日である永旺幻想（中国）児童遊楽有限公司は、当連結会計年度より連結財務情

報のより適切な開示を図るため、連結決算日現在で本決算に準じた仮決算を行った財務諸表を基礎とする方法に変更

しております。この変更により、当連結会計年度は、2014年1月1日から2015年2月28日までの14ヶ月間を連結してお

ります。

他の連結子会社の決算日は連結決算日と一致しております。

 

４．会計処理基準に関する事項

(1）重要な資産の評価基準及び評価方法

①有価証券 

 その他有価証券 

 時価のないもの 移動平均法による原価法

②たな卸資産 

 商品「企業会計原則と関係諸法令との調整に関する連続意見書」第四に定める売価還元平均原価法（貸借対照表

価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

 貯蔵品 最終仕入原価法（貸借対照表価額については収益性の低下に基づく簿価切下げの方法） 

(2) 重要な減価償却資産の減価償却の方法 

①有形固定資産 

 経済的耐用年数に基づく定額法 

 各資産別の耐用年数として下記の年数を採用しております。 

 建物         ３～10年 

 遊戯機械       ２～９年

 工具、器具及び備品  ２～10年

②無形固定資産 

 自社利用のソフトウェアについては、社内における利用可能期間(５年)に基づく定額法を採用しております。

(3) 重要な引当金の計上基準 

①貸倒引当金 

 売上債権等の貸倒れによる損失に備え、貸倒懸念債権等特定の債権について個別に回収可能性を検討し、回収不

能見込額を計上しております。 

②賞与引当金 

 社員及びフレックス社員（パートタイマー）に支給する賞与に備え、支給見込額のうち当連結会計年度に負担す

る金額を計上しております。

③役員業績報酬引当金 

 役員に対する業績報酬の支給に備えるため、支給見込額のうち、当連結会計年度に負担する金額を計上しており

ます。

④退職給付引当金 

 従業員の退職給付に備え、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき当連結会計年

度末において発生していると認められる額を計上しております。なお、過去勤務債務は発生年度において一括処理
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し、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）による定額法により翌

連結会計年度から費用処理することとしております。

⑤閉店損失引当金

 店舗の閉店に伴い発生する損失に備え、店舗閉店により合理的に見込まれる中途解約違約金等の閉店関連損失見

込額を計上しております。

 

(4）退職給付に係る会計処理の方法 

従業員の退職給付に備え、当連結会計年度末における退職給付債務及び年金資産の見込額に基づき当連結会計年

度末において発生していると認められる額を計上しております。なお、過去勤務債務は発生年度において一括処理

し、数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間内の一定の年数（10年）による定額法により翌

連結会計年度から費用処理することとしております。未認識数理計算上の差異については、税効果を調整の上、純

資産の部におけるその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に計上しております。 

 

(5) 重要な外貨建の資産又は負債の本邦通貨への換算の基準 

 外貨建金銭債権債務は、連結決算日の直物為替相場により円貨に換算し、換算差額は損益として処理しておりま

す。なお、在外子会社の資産及び負債は、在外子会社の決算日の直物為替相場により円貨に換算し、収益及び費用

は期中平均相場により円貨に換算し、換算差額は純資産の部における為替換算調整勘定及び少数株主持分に含めて

計上しております。 

(6) のれんの償却方法及び償却期間 

 効果の発現する期間等（10年間）の定額法により償却を行っております。 

(7) 連結キャッシュ・フロー計算書における資金の範囲 

 連結キャッシュ・フロー計算書における資金（現金及び現金同等物）は、手許現金、随時引出可能な預金からな

っております。 

(8）その他連結財務諸表作成のための重要な事項

 消費税等の会計処理は税抜方式によっております。 

 

（会計方針の変更）

（退職給付に関する会計基準等の適用）

「退職給付に関する会計基準」（企業会計基準第26号 2012年５月17日。以下「退職給付会計基準」という。）及

び「退職給付に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第25号 2012年５月17日。以下「退職給付適用

指針」という。）を、当連結会計年度末より適用し（ただし、退職給付会計基準第35項本文及び退職給付適用指針第

67項本文に掲げられた定めを除く。）、退職給付債務から年金資産の額を控除した額を退職給付に係る負債として計

上する方法に変更し、未認識数理計算上の差異を退職給付に係る負債に計上しております

退職給付会計基準等の適用については、退職給付会計基準第37項に定める経過的な取扱いに従っており、当連結会

計年度末において、当該変更に伴う影響額をその他の包括利益累計額の退職給付に係る調整累計額に加減しておりま

す。この結果、当連結会計年度末において、退職給付に係る負債が96,282千円計上されております。また、その他の

包括利益累計額が33,627千円減少しております。

 

 

（会計上の見積りの変更）

（耐用年数の変更）

従来より、当社及び連結子会社が保有する有形固定資産の遊戯機械の耐用年数については、各資産の使用実態を勘

案して２～６年の範囲内で減価償却を行ってきましたが、当連結会計年度から開始する中期経営計画におけるオリジ

ナル遊戯機械等導入方針に基づき使用期間を見直した結果、一部の遊戯機械について従来の耐用年数よりも長期間使

用する見込であることが明らかとなったため、耐用年数の範囲を２～９年に変更しております。

また、遊戯機械の耐用年数の変更を契機に、当社が保有する有形固定資産の残存価額について見直しを行った結

果、当連結会計年度より備忘価額に変更しております。

この変更に伴い、従来の方法に比較して、当連結会計年度の減価償却費が 1,312,912千円減少し、営業利益、経常

利益および税金等調整前純利益が同額増加しております。
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【セグメント情報】

１．報告セグメントの概要

 当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会

が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社グループは、ショッピングセンター内遊戯施設の設置運営を主な事業としており、国内における「国内事業」、海

外における「海外事業」の２つを報告セグメントとしております。 

「国内事業」は当社が事業を営んでおり、「海外事業」は、イオンファンタジー中国（永旺幻想（中国）児童遊楽有限公

司）が中国において、イオンファンタジーマレーシア（AEON FANTASY（MALAYSIA）SDN.BHD.）がマレーシアにおいて、イ

オンファンタジータイランド（AEON Fantasy（Thailand）Co.,Ltd.）がタイにおいて、イオンファンタジーフィリピン

（AEON FANTASY GROUP PHILIPPINES INC.）がフィリピンにおいて、ショッピングセンター内遊戯施設の設置運営事業を

それぞれ営んでおります。 

 

２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産、その他の項目の金額の算定方法

 報告されている事業セグメントの会計処理の方法は、「連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項」における記

載と概ね同一であります。

 

３．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失、資産その他の項目の金額に関する情報

 前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
連結財務諸表

計上額 
  国内事業 海外事業 合計 

売上高          

外部顧客に対する売上高 44,083,766 2,458,046 46,541,813 － 46,541,813 

セグメント間の内部売上高 35,277 － 35,277 △35,277 － 

計 44,119,043 2,458,046 46,577,090 △35,277 46,541,813 

セグメント利益又は損失（△） 3,077,954 △541,729 2,536,225 － 2,536,225 

セグメント資産 21,363,646 6,737,473 28,101,120 △122,639 27,978,480 

その他の項目          

減価償却費 4,127,953 669,766 4,797,719 － 4,797,719 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
5,598,845 2,704,388 8,303,233 － 8,303,233 

(注)１．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

  ２．セグメント利益又は損失（△）は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 
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 当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日） 

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

調整額 
連結財務諸表

計上額 
  国内事業 海外事業 合計 

売上高          

外部顧客に対する売上高 41,135,262 5,497,198 46,632,460 - 46,632,460 

セグメント間の内部売上高 44,418 - 44,418 △44,418 - 

計 41,179,680 5,497,198 46,678,878 △44,418 46,632,460 

セグメント利益又は損失（△） 2,910,969 △284,147 2,626,822 △3 2,626,819 

セグメント資産 19,060,636 11,255,553 30,316,189 △271,099 30,045,090 

その他の項目          

減価償却費 3,503,542 1,119,573 4,623,116 - 4,623,116 

有形固定資産及び無形固定資

産の増加額 
5,486,553 4,386,696 9,873,250 - 9,873,250 

(注)１．調整額は、セグメント間取引消去によるものであります。 

  ２．セグメント利益又は損失（△）は連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

【関連情報】 

 前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

（単位：千円）
 

日本 中国 マレーシア その他 合計

8,563,719 2,367,271 1,333,897 625,094 12,889,983

３．主要な顧客ごとの情報 

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しておりま

す。
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 当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

１．製品及びサービスごとの情報

 単一の製品・サービスの区分の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高90％を超えるため、記載を省略しており

ます。

 

２．地域ごとの情報 

(1）売上高

 本邦の外部顧客への売上高が連結損益計算書の売上高の90％を超えるため、記載を省略しております。

(2）有形固定資産

（単位：千円）
 

日本 中国 マレーシア その他 合計

10,189,222 4,640,907 1,732,289 1,376,089 17,938,507

 

３．主要な顧客ごとの情報

 外部顧客への売上高のうち、連結損益計算書の売上高の10％以上を占める相手先がないため、記載を省略しておりま

す。

 

【報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報】

 前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

      （単位：千円） 

  国内事業 海外事業 調整額 合計 

減損損失 34,843 34,936 － 69,780 

 

 当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

      （単位：千円） 

  国内事業 海外事業 調整額 合計 

減損損失 318,612 15,555 - 334,168 

 

【報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報】 

 前連結会計年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

        （単位：千円） 

  国内事業 海外事業 調整額 合計 

当期償却額 228,870 50,342 － 279,213 

当期末残高 452,291 371,939 － 824,230 

 

 当連結会計年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

        （単位：千円） 

  国内事業 海外事業 調整額 合計 

当期償却額 425,473 29,048 - 454,521 

当期末残高 26,818 342,891 - 369,709 

 

【報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報】

 該当事項はありません。
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（１株当たり情報） 

 
前連結会計年度

（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

１株当たり純資産額 1,117.92円 1,170.97円

１株当たり当期純利益金額 61.60円 73.67円

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額 61.40円 73.41円

（注）１株当たり当期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、以下のとおりであり

ます。 

 

 
前連結会計年度

（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当連結会計年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

１株当たり当期純利益金額    

当期純利益金額（千円） 1,117,341 1,336,724

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る当期純利益金額（千円） 1,117,341 1,336,724

期中平均株式数（株） 18,138,191 18,143,567

     

潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額    

当期純利益調整額（千円） － －

普通株式増加数（株） 60,883 64,886

（うち新株予約権（株）） （60,883） （64,886）

 

（重要な後発事象） 

１．共通支配下の取引等

当社は、2015年３月23日開催の取締役会において、株式会社ファンフィールド（以下「ファンフィールド」）との

間で、当社を吸収合併存続会社、ファンフィールドを吸収合併消滅会社とする吸収合併を行うことを決議し、同日付

で合併契約を締結いたしました。

 

２．取引の概要

(1) 結合当事企業の名称及び当該事業の内容

結合当事企業の名称  株式会社ファンフィールド

事業の内容      ショッピングセンター内アミューズメント施設の設置運営

 

(2) 企業結合日

2015年６月１日（予定）

 

(3) 企業結合の法的形式

当社を存続会社とする吸収合併方式で、ファンフィールドは解散いたします。

 

<本合併に係る割当ての内容>

 
当社

（吸収合併存続会社）

ファンフィールド

（吸収合併消滅会社）

本合併に係る割当ての内容 普通株式 1 普通株式 1.0138

本合併により交付する株式数 1,538,137株（予定）

 

(4) 結合後企業の名称
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株式会社イオンファンタジー

 

(5) その他取引の概要に関する事項

①取引の目的

本合併は、経営統合を行うことにより、アミューズメント施設運営業界で国内売上高Ｎｏ．１企業として、

スケールメリットの追求や優秀な人材の確保を通じ、圧倒的な競争力と海外を含めたさらなる成長を目的とし

ております。

 

②結合当事企業の直前事業年度の財政状態及び経営成績

2014年２月期

総資産 5,277百万円

純資産 3,840百万円

売上高 12,115百万円

営業利益 270百万円

経常利益 203百万円

当期純損失 13百万円
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５．個別財務諸表

（１）貸借対照表

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当事業年度 

(平成27年２月28日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 1,895,529 1,699,134 

商品 563,660 703,669 

貯蔵品 432,710 789,678 

売上預け金 62,205 1,119,779 

関係会社寄託金 6,000,000 - 

繰延税金資産 335,439 287,409 

その他 369,268 1,303,578 

流動資産合計 9,658,814 5,903,249 

固定資産    

有形固定資産    

建物 1,025,965 1,020,576 

遊戯機械 6,587,180 8,306,813 

工具、器具及び備品 950,574 861,832 

有形固定資産合計 8,563,719 10,189,222 

無形固定資産    

のれん 452,291 26,818 

その他 71,439 189,968 

無形固定資産合計 523,731 216,786 

投資その他の資産    

投資有価証券 101,940 119,260 

関係会社株式 1,266,145 1,999,716 

関係会社出資金 2,000,000 3,100,000 

関係会社長期貸付金 3,053,258 4,662,950 

長期前払費用 52,309 66,612 

繰延税金資産 571,876 629,461 

敷金及び差入保証金 1,891,195 1,935,983 

その他 60 60 

投資等損失引当金 △883,933 △948,743 

投資その他の資産合計 8,052,851 11,565,301 

固定資産合計 17,140,302 21,971,310 

資産合計 26,799,117 27,874,559 
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    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(平成26年２月28日) 
当事業年度 

(平成27年２月28日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 941,082 755,199 

短期借入金 - 150,000 

未払金 804,930 311,757 

未払法人税等 1,219,430 1,135,258 

未払費用 720,938 853,285 

賞与引当金 172,251 167,643 

役員業績報酬引当金 25,778 12,158 

設備関係支払手形 1,867,704 2,186,655 

設備関係未払金 139,406 356,293 

閉店損失引当金 7,999 - 

資産除去債務 10,498 - 

その他 526,390 403,759 

流動負債合計 6,436,412 6,332,011 

固定負債    

退職給付引当金 32,019 41,991 

資産除去債務 178,452 171,212 

その他 3,300 4,994 

固定負債合計 213,771 218,198 

負債合計 6,650,183 6,550,210 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,747,139 1,747,139 

資本剰余金    

資本準備金 1,650,139 1,650,139 

その他資本剰余金 59,557 54,089 

資本剰余金合計 1,709,697 1,704,228 

利益剰余金    

利益準備金 212,500 212,500 

その他利益剰余金    

別途積立金 13,000,000 13,000,000 

固定資産圧縮積立金 6,989 5,061 

繰越利益剰余金 3,448,143 4,606,202 

利益剰余金合計 16,667,632 17,823,763 

自己株式 △57,270 △46,769 

株主資本合計 20,067,198 21,228,361 

評価・換算差額等    

その他有価証券評価差額金 15,592 26,798 

評価・換算差額等合計 15,592 26,798 

新株予約権 66,142 69,189 

純資産合計 20,148,933 21,324,349 

負債純資産合計 26,799,117 27,874,559 
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（２）損益計算書

    (単位：千円) 

 
前事業年度 

(自 平成25年３月１日 
 至 平成26年２月28日) 

当事業年度 
(自 平成26年３月１日 
 至 平成27年２月28日) 

売上高    

遊戯施設売上高 44,060,713 41,051,039 

その他の売上高 58,330 128,641 

売上高合計 44,119,043 41,179,680 

売上原価    

遊戯施設売上原価 38,705,403 35,804,341 

その他売上原価 13,547 263,160 

売上原価合計 38,718,951 36,067,501 

売上総利益 5,400,092 5,112,178 

販売費及び一般管理費    

役員報酬 105,985 105,824 

従業員給料及び賞与 759,244 773,298 

賞与引当金繰入額 51,287 49,731 

役員業績報酬引当金繰入額 25,778 7,581 

退職給付費用 50,064 45,702 

法定福利厚生費 227,679 247,753 

教育研修費 26,255 25,987 

家賃及び共益費 71,613 62,854 

減価償却費 250,668 169,087 

旅費交通費 163,289 146,689 

通信費 71,103 58,718 

調査研究費 53,756 45,756 

貸倒引当金繰入額 2,702 - 

その他 462,710 460,749 

販売費及び一般管理費合計 2,322,137 2,199,736 

営業利益 3,077,954 2,912,442 

営業外収益    

受取利息 58,518 115,928 

為替差益 - 399,548 

受取配当金 14,734 - 

機械仕入割戻 17,534 2,567 

固定資産売却益 10,345 335,632 

その他 31,317 57,481 

営業外収益合計 132,452 911,158 

営業外費用    

支払利息 - 970 

固定資産売却損 36,527 79,036 

減価償却費 9,998 12,701 

その他 7,275 2,391 

営業外費用合計 53,801 95,099 

経常利益 3,156,606 3,728,501 

特別損失    

閉店損失引当金繰入額 7,999 - 

減損損失 34,843 318,612 

店舗閉鎖損失 1,897 22,971 

投資等損失引当金繰入額 333,609 64,810 

特別損失合計 378,349 406,395 

税引前当期純利益 2,778,256 3,322,106 

法人税、住民税及び事業税 1,133,667 1,637,362 

法人税等調整額 282,710 △15,668 

法人税等合計 1,416,377 1,621,693 

当期純利益 1,361,879 1,700,412 
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遊戯施設売上原価明細書

   
前事業年度

（自 平成25年３月１日
至 平成26年２月28日）

当事業年度
（自 平成26年３月１日
至 平成27年２月28日）

区分
注記
番号

金額（千円）
構成比
（％）

金額（千円）
構成比
（％）

Ⅰ 景品費     3,617,249 9.3   3,265,048 9.1

Ⅱ 遊戯機械賃借料     1,701,668 4.4   1,452,132 4.1

Ⅲ 売店商品原価     7,605,853 19.7   6,831,736 19.1

Ⅳ 労務費     7,582,955 19.6   7,372,276 20.6

Ⅴ 経費              

１．家賃及び共益費   9,568,222     9,202,662    

２．減価償却費   4,097,093     3,450,785    

３．その他   4,532,360 18,197,676 47.0 4,229,699 16,883,147 47.1

遊戯施設売上原価計     38,705,403 100.0   35,804,341 100.0
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（３）株主資本等変動計算書

 前事業年度（自 平成25年３月１日 至 平成26年２月28日）

                (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 
その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

  別途積立金 
固定資産圧
縮積立金 

繰越利益剰
余金 

その他利益
剰余金合計 

当期首残高 1,747,139 1,650,139 64,840 1,714,979 212,500 13,000,000 - 2,909,349 15,909,349 

当期変動額                   

固定資産圧縮積立
金の積立             7,401 △7,401   

固定資産圧縮積立
金の取崩             △412 412   

剰余金の配当               △816,095 △816,095 

当期純利益               1,361,879 1,361,879 

自己株式の取得                   

自己株式の処分     △5,282 △5,282           

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

                  

当期変動額合計 - - △5,282 △5,282 - - 6,989 538,793 545,783 

当期末残高 1,747,139 1,650,139 59,557 1,709,697 212,500 13,000,000 6,989 3,448,143 16,455,132 

 

               

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計   利益剰余金 

自己株式 株主資本合計 
その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計   

利益剰余金合
計 

当期首残高 16,121,849 △66,815 19,517,153 9,491 9,491 43,343 19,569,988 

当期変動額               

固定資産圧縮積立
金の積立 -   -       - 

固定資産圧縮積立
金の取崩 

-   -       - 

剰余金の配当 △816,095   △816,095       △816,095 

当期純利益 1,361,879   1,361,879       1,361,879 

自己株式の取得   △690 △690       △690 

自己株式の処分   10,235 4,952       4,952 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

      6,101 6,101 22,798 28,900 

当期変動額合計 545,783 9,544 550,044 6,101 6,101 22,798 578,944 

当期末残高 16,667,632 △57,270 20,067,198 15,592 15,592 66,142 20,148,933 
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 当事業年度（自 平成26年３月１日 至 平成27年２月28日）

                (単位：千円) 

  株主資本 

  

資本金 

資本剰余金 利益剰余金 

  

資本準備金 その他資本
剰余金 

資本剰余金
合計 

利益準備金 

その他利益剰余金 

  別途積立金 
固定資産圧
縮積立金 

繰越利益剰
余金 

その他利益
剰余金合計 

当期首残高 1,747,139 1,650,139 59,557 1,709,697 212,500 13,000,000 6,989 3,448,143 16,455,132 

当期変動額                   

固定資産圧縮積立
金の積立             3,293 △3,293   

固定資産圧縮積立
金の取崩             △5,222 5,222   

剰余金の配当               △544,282 △544,282 

当期純利益               1,700,412 1,700,412 

自己株式の取得                   

自己株式の処分     △5,468 △5,468           

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

                  

当期変動額合計 － － △5,468 △5,468 － － △1,928 1,158,059 1,156,130 

当期末残高 1,747,139 1,650,139 54,089 1,704,228 212,500 13,000,000 5,061 4,606,202 17,611,263 

 

               

  株主資本 評価・換算差額等 

新株予約権 純資産合計   利益剰余金 

自己株式 株主資本合計 その他有価証
券評価差額金 

評価・換算差
額等合計   

利益剰余金合
計 

当期首残高 16,667,632 △57,270 20,067,198 15,592 15,592 66,142 20,148,933 

当期変動額               

固定資産圧縮積立
金の積立               

固定資産圧縮積立
金の取崩               

剰余金の配当 △544,282   △544,282       △544,282 

当期純利益 1,700,412   1,700,412       1,700,412 

自己株式の取得   △529 △529       △529 

自己株式の処分   11,030 5,561       5,561 

株主資本以外の項
目の当期変動額
（純額） 

    - 11,206 11,206 3,047 14,253 

当期変動額合計 1,156,130 10,501 1,161,162 11,206 11,206 3,047 1,175,416 

当期末残高 17,823,763 △46,769 21,228,361 26,798 26,798 69,189 21,324,349 

 

㈱イオンファンタジー（4343）平成27年２月期決算短信

28



６．その他

（１）役員の異動

  ①代表者の異動

   該当事項はありません。

 

  ②その他の役員の異動

  ・新任取締役候補（平成27年５月26日就任予定）

   社外取締役 神谷 和秀 （現 株式会社ジーフット    代表取締役社長）

   取 締 役 森  茂 樹 （現 株式会社ファンフィールド 代表取締役社長）

 

  ・退任予定取締役（平成27年５月26日退任予定）

   社外取締役 増田 泰朗

 

  ③６月１日付の役員の異動

   常務取締役 森  茂 樹 （現 株式会社ファンフィールド 代表取締役社長）
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